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年 月 日 （ 水 ） ：

分 ／ 分 有

／

1 0

1 1

番 番

No. 号 号 No.

分 3 年 1 1 3 年 分

分 3 年 2 2 3 年 分

59 分 3 年 25 3 3 年 分

分 3 年 3 5 3 年 分

71 分 3 年 17 6 3 年 分

59 分 2 年 29 7 3 年 分

分 3 年 18 22 2 年 58 分

分 3 年 10 21 2 年 58 分

HT 分 3 年 7 10 3 年 分

分 3 年 9 4 3 年 HT 分

51 分 3 年 11 11 3 年 72 分

分 3 年 21 12 3 年 分

29 分 2 年 5 20 3 年 分

25 分 3 年 19 26 2 年 分

分 1 年 6 17 3 年 分 22

17 分 3 年 8 18 3 年 分

7 分 2 年 22 13 3 年 分 21

分 3 年 13 14 3 年 分 4

分 3 年 24 28 3 年 分 11

11 分 2 年 30 29 3 年 分

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 18 分 1

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 9 1 － 0

分 10 2 － 0

分 14 2 － 1

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －
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公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会
兵庫県高体連サッカー部令和３年度兵庫県高等学校サッカー選手権大会 準決勝 53

日  時 2021 11 3 11 05 キックオフ 会  場   三木総合防災公園陸上競技場

天  候 晴れ 風 微風 ピッチ 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 80  延長 20 ／  PK戦

運営責任者 笠原  弘樹 会場主任 田村  孝次 記  録 芝切     淳 渡邉     悠 観 衆 無観客

主  審 金渕　佑亮 副審１ 久保  雅範 副審２ 大槻  隼人 第４の審判員 小川  耕司

 チーム名 kick off

2

前半

1

 チーム名

滝川第二高校 後半 神戸弘陵学園高校
延前

○×  先 PK戦 先  ○×

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

選手番号

OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 吉田　宇良多田　健司 GK

DF 田中 百々輝黒井　海舟 DF

DF 鞘本   　嶺黒田　蒼介 DF

DF 鳥羽　悠生 1島田　爽吾 DF

DF 大石　稜也石原　巨雅 DF

MF 横井　愛弥神谷　友騰 MF

MF 谷　倫太朗倉内　晴久 MF

MF 中地　奎人１＊ 2 藤田　仁朗 MF

FW 田中　祉同 21 元津　潤哉 FW

FW 吉村　瑠晟2 ３＊ 相原　禎汰 FW

FW 岩見　涼汰田中 璃亜夢 FW

GK 的場　翔哉阪本　圭裕 GK

DF 向井　優太亀井　大和 DF

DF 木津　周馬中村　武藏 DF

MF 松久保　翔 1寺阪　蒼空 MF

MF 山下　歩夢川崎   　拓 MF

FW 松本　昇大岸   　留生 MF

FW 竹内　悠真 ２＊粟飯原　涼 FW

FW 有園　柚希平岩　航汰 FW

FW 吉本　吉浩西村　太希 FW

警・退 氏　　名 事 由

40 警 倉内　晴久 ラフ 9 3 6

前半 チーム合計 前半 後半 合 計 時 間時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

吉田　宇良 反ス

9 7 2 Ｇ Ｋ

シュート 3 3 6 75 警

1 22 1 1 Ｃ Ｋ 1

3 4 7

1 0 1

8 直接ＦＫ 4 5 910 2

1 1 0 Ｐ Ｋ

間接ＦＫ 0 0 0

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 0 0

得

点

経

過

8 滝川第二 相原 右 ⑩

76 滝川第二 藤田 PK

～ ∩ 中央 ⑨ HS

80 神戸弘陵 竹内 左 ⑤ ∩ 中央 ⑭ HS

⑩ S

  滝川第二4-2-3-1、神戸弘陵4-4-2でスタートする。滝川第二は得意のポゼッションを中心に攻撃を仕掛ける。対する神戸弘陵は前線から
積極的なプレスを掛け、高い位置でのボールを奪取をねらう。前半8分、滝川第二⑩藤田が右サイドで一人かわし、クロスをあげ、⑨相原がタ
イミングよく飛び込み先制点を挙げる。その後も、滝川第二の中盤がうまくボールをつなぎ、神戸弘陵にプレスの的を絞らせない。神戸弘陵
は④吉村をターゲットにし、⑩田中が前向きにプレーできる状況を作ろうと試みる。前半27分、左サイドでボールを持った⑩田中が④吉村と
のコンビネーションで決定機をつくるも、滝川第二①多田の好セーブに阻まれる。さらに、前半AT、ショートコーナーからヘディングシュー
トを放つもゴールを奪うことができない。後半に入り、パスをつなごうとする滝川第二に対して、神戸弘陵は中盤をマンツーマンで捕らえ、
簡単に前進させない。神戸弘陵が滝川第二の良さを消し、⑩田中⑪岩見の両SHを起点とした攻撃の回数を増加させていく。滝川第二は選手交
代や5バックへのシステムを変更で対応を図る。後半37分⑩藤田が相手CBからボールを奪い、GKとの1対1からPKを獲得する。それを⑩藤
田が決め、2-0。追い込まれた神戸弘陵はさらに前線にボールを入れ、後半40分に⑭竹内がヘディングシュートで１点を返すも、反撃が及ば
ず試合終了。滝川第二が決勝戦へ駒を進めた。

戦

評

[備 考] 新型コロナウイルス感染予防対策のため、無観客での試合開催

戦評者 所 属 兵庫・須磨友が丘 氏 名 筒井・山崎


